
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第５学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の校内平均正答率は 55.1%（基礎 58.3%，活用 47.9%）と目標値（64.4%），全国平均正答
率（64.9%）を下回っている。 

・「漢字を読む」の正答率 94.4%に対し，「漢字を書く」の正答率は 38.9%となっており，１人１台タブレッ
ト端末導入による文字を書く機会の減少が影響していることが考えられる。 

・「文章を書く」の正答率は 29.2%で，令和５年度から若干改善されているものの，依然として，回答する際
の時間配分や，指定された条件の作文を短時間で書く力を付けることが課題である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

[課題] 
・学習した事項を活用すること。 
・言葉の順序に沿って構成を考えながら書いたり，自分の思いや考えが明確になるように文章を書いたりす
ること。 

[課題改善に向けた方策] 
・学習の振り返りや宿題で短文指導を行う。 
・話型を示した上で作文活動に取り組ませる。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・漢字の書き取りについては，毎日の小テスト・月毎のテスト・学期末テストを行い，定着を図っている。
学期末のテストでは全問正解するまで再テストを行っている。また，普段から既習の漢字を使うように指
導している。 

・物語の感想文や報告文，説明文の要旨など，文章を書く機会を多く設定している。また，国語科に限らず，
調べたことを報告文や新聞にまとめる活動も取り入れている。既習漢字を使った条件作文や，授業の振り
返りを書くなど，限られた時間で指定の条件に合わせた文章を書く機会も設定している。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①漢字の小テストやまとめテストを行い，間違えた
漢字を練習させ，定着を図る。 

②物語の感想文や報告文，説明文の要旨など，文章を
書く機会を多く設定する。 

③既習漢字を使った条件作文や，授業の振り返りを
書くなど，限られた時間で指定の条件に合わせた
文章を書く機会を多く設定する。 

＜検証方法＞ 

❶学期に２回，漢字のまとめテストを行い，全員が 90
点以上取れているか確認する。 

❷問われていることに正対しているか，また，筋道立
てて自分の考えをまとめることができているかに
ついて，文章の内容を確認する。 

❸決められた時間の中で条件に合った文章を書きき
ることができているか確認する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・漢字のまとめテストでは，再テストを含めて全員

が 90 点以上を取ることができた。 

・条件作文や授業の振り返りは，決められた時間の

中で書くことができた。 

＜課題＞ 

・感想文や意見文の書き方，要旨のまとめ方につい

て，本文のどこを参考にしたらよいか，どのような

構成で文章を書いたらよいか学習したが，個人差

が大きく，自分の考えを筋道立てて書くことが難

しい児童がいる。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・児童一人一人の理解度に合わせた支援を行い，自

分の考えを，根拠や事例を示しながら筋道立てて

書くことができるようにする。 

・文章を見直しながら書く習慣を身に付け，自分自

身で誤字脱字や文のねじれに気付いて直せるよう

にする。 

・既習漢字の定着のため，小テスト等を計画的に行

う。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 問われていることを理解し，自分の思いや考えを論理的かつ的確に表現することができる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第５学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の校内平均正答率は 44.4%（基礎 45.1%，活用 42.9%）と目標値（63.3%），全国平均正答
率（59.7%）を下回っている。 

・「特色ある地域の様子」の正答率は 11.1%で，６人中３人は無答であった。解答する際の時間配分が影響し
ている可能性がある。 

・領域にかかわらず，資料から読み取って答える選択式の問題では，比較的正答率が高かった。反面，基礎
的な知識を問われる問題で正答率が低くなっている。また，資料をもとに表現する記述式の問題では，誤
答もしくは無答が多く，資料から考え表現する力に課題があることが分かった。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

[課題] 
・写真資料から課題を読み取ったり，地図などから課題を見いだしたりすること。 
・身近な地域の学習に対して，地理的に学ぶことが難しいテーマが存在する。 
[課題改善に向けた方策] 
・比較的検討がしやすい複数の資料を用意し，資料から課題を見い出すことができるようにする。 
・オンラインを活用した資料を用意し，地域的に難しいテーマの学習内容でも理解を確実にできるようにす
る。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・基礎的な知識や用語について，ワークシートや家庭学習を使って定着を図っている。 
・授業の中で複数の資料を提示し，決められた時間の中で資料から読み取ったことを文章にまとめる活動を
取り入れている。 

・各単元の中で出てきた重要語句をワークシートに書き留めていき，単元の最後にそれらの語句を活用して
学習のまとめを作成している。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①基礎的な知識や用語について，ワークシートや家
庭学習で定着を図る。 

②決められた時間の中で資料から読み取ったことを
文章にまとめる活動を行う。 

③各単元で学んだ重要語句を活用し，学習のまとめ
を作成する。 

＜検証方法＞ 

❶単元テストや学期末のまとめテストで知識の定着
を確認する。  

❷資料を正しく読み取っているか，問われているこ
とに正対しているか，時間内に答えられているか
などについて確認する。 

❸成果物の内容から，学習したことを適切にまとめ，
表現できているか確認する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・単元テストでは，年度当初の平均点が 80 点台前半

だったが，90 点台になり，10 点ほど伸びた。 

・資料を正しく読み取り，いろいろな視点から気付

いたことをまとめることができた。 

＜課題＞ 

・テストの際に，問題文を正確に読まずに誤ったデ

ータを選んだり，答え方をしたりすることがある。 

 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・テストだけでなく，日々の授業の中でも「何を問わ

れているのか」を教師から投げかけ，考える活動を

取り入れる。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 ・問われていることを正確に把握し，考えたり表現したりすることができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第５学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の校内平均正答率は 56.3%（基礎 61.9%，活用 45.5%）と目標値（63.3%），全国平均正答
率（64.0%）を下回っている。 

・内容別に見ると「変わり方調べ」の正答率が 22.2%，「折れ線グラフと表」が 20.8%となっており，目標値・
全国平均を大きく下回っている。その中でも記述式の問題で無答が目立っており，自分の考えを説明する
力が不十分であることが分かった。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

[課題] 
・問題を時間内に解ききるための「題意を読み取る力」。 
[課題改善に向けた方策] 
・「何が問われているか」を明確にするための支援。 
・問題解決に図などを活用することの習慣化。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・学習中の単元に関連したワークシートや家庭学習を使って，既習内容の定着を図っている。 
・問題文の場面や問われていることを正確に捉えるために，まず図に表してから立式する練習をしている。 
・自分の考えを図や言葉，式を使って書き表し，それを提示しながら説明する機会を多く設けている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①学習中の単元に関連したワークシートや家庭学習
を使って，既習内容の定着を図る。 

②問題文を読んで図に表し，そこから立式する練習
を行う。 

③自分の考えを図や言葉，式を使って説明する機会
を多く設定する。 

 

＜検証方法＞ 

❶授業中や家庭学習，単元テストの結果から，既習内
容が身に付いているかを確認する。 

❷授業中，問題文の場面を正しく図に表せているか，
また，そこから正しく立式できているかを確認す
る。 

❸授業中，自分の考えを説明する場面で，筋道立てて
説明できているかを見取る。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・授業や帯学習，家庭学習などでくり返し復習した

ことで，基礎的な計算力が身に付いた。 

・自分の考えを，図などを使って説明し，正しく立式

することができた。 

＜課題＞ 

・説明の際に，「あれ」「これ」などの指示語が多く，

学習言語を意識して使っていない。 

・問題をよく読まずに，問われていないことを答え

たり，単位を間違えたりすることがある。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・小数のかけ算・わり算や分数のたし算・ひき算，割

合など，時間がたつと考え方を忘れてしまうこと

があるので，家庭学習や帯学習等で全学年までの

復習をくり返し行っていく。 

・自分の考えを書いたり発表したりするときに，学

習言語を使って論理的に説明できるよう，キーワ

ードを確認したり掲示したりするなどして意識さ

せていく。 

・問題を最後まで読み，問われていることを確認し

たり見直したりする習慣を付けさせる。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 ・多角的に問題について考え，既習事項を基に未知の問題の解法を考えたり説明したりできる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第５学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の結果は，校内平均正答率が 56.1%で，全国平均の 60.7%をやや下回る状況である。内

容別では「動物のからだのつくりと運動」（校内 41.7% 全国 57.7%）,「自然の中の水」（校内 33.3% 全

国 50.3%）「物のあたたまり方」（校内 38.9% 全国 62.9%）,観点別では主体的に学習に取り組む態度（校

内 45.2% 全国 62.8%）に課題が見られ,記述解答の正答率が低い傾向も見られた。後半の問題の正答率が

低く無解答が多いことから解答に時間がかかった児童が多かったと考えられる。顕著な個人差があり下位

層を中心に基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさせることと，基礎基本の知識を使って論理的に

思考し，自分の考えを表現する力を高めることが，今後の課題である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・科学的に検証されていないことによる矛盾や勘違いを提示して揺さぶり，科学的な検証の価値を実

感できるよう にする。 

・科学的な検証手順を示し，その手順に沿って検証していくことを習慣化させる。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさせ，形成的な評価を行うために，毎時間や各単元の最

後に振り返りを行い，復習を徹底させる。 

・生活経験や既習内容を生かし自分の考えを言葉や図，資料等を使って表現させることによって，論理

的に思考することを習慣化させ，表現力を高める。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさ

せるために，各単元の最後に振り返りや復習を

徹底させる。 

②生活経験や既習内容を生かし自分の考えを表現

させることによって，論理的に思考することを

習慣化させる。 

＜検証方法＞ 

❶単元テストにより，知識・技能分野の評価がＢ

基準（正答率 70％）以上になったか。 

 

❷単元テストにより，思考・判断・表現分野の評価

がＢ基準（正答率 70％）以上になったか。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①基礎的基本的な知識や技能を身に付けることがで

きた。 

②自分の考えを表現できるようになり，思考・判断・

表現の力が高まった。 

＜課題＞ 

・テストでは，学習用の理解や定着に個人差がかな

りあることがわかった。既習事項の確認などを丁

寧に行うことが必要である。 

・自分の考えを表現することがやや苦手な児童もい

るので，個別の支援も必要である。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・基礎的基本的な学習内容の一層の定着を図る。 

・既習事項や適切な用語等を用いて，自分の考えを

わかりやすく表現できるように継続して指導して

いく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 身の回りの自然科学的な事象に興味・関心をもち，主体的に解決し，考えを表現することができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第５学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

 長年，器楽領域に課題があり，消極的な発言をする生徒が多いため，昨年度は「あきらめずに最後ま 

で取り組もう」という目標を設定し，器楽の指導を行った。苦手を感じている生徒については，そばで 

見守り，適宜指導をしている。根気よく目標を掲げた結果，音楽会では前年度の苦手を克服し，達成 

感を味わうことができ，次年度の音楽会の演奏曲も考える発言もあり器楽に対する苦手意識を克服す 

る傾向がある。ただし，器楽領域の中でもリコーダーは改善の余地があり，今後の指導の見直しを行 

っていかなければならない。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

器楽の単元になると説明を聞いて演奏するが，音は合っているが運指を守らない，正しい姿勢で演

奏しないなどの課題があったが運指・姿勢は改善されている。しかし，フレーズを感じながら演奏した

り，指をスムーズに動かしたりすることが難しい。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

 不安を解消するために個人練習時間を設定し，うまく演奏できていることやこうするともっとうま

く演奏できるということを含め，言葉がけを意識している。また，課題解決のためにまずは自分で考

え，言葉や実際に音を出すなどで表現し，クラスメイトとヒントを出し合い，自分の考えに自信をもつ

場面を設定している。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①学期ごとに行うアンケート 

 

②授業内の実技発表 

＜検証方法＞ 

❶学期ごとに行う授業アンケートの内容の分析 

 

❷授業内での実技発表の分析（他者の意見や映像分 

析） 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

 昨年度より授業内での映像分析を多くした結果，

自分の演奏を客観的に分析するとともに，映像を観

なくても自分の演奏に注意深く耳を傾けることがで

きた。また，どのようにすればバランスよく音楽が聞

こえるのかにも注目し，合奏を行うことができた。 

 「やりたいこと」と「できること」は違うが，やり

たいことができることに変わる努力をし続けられ

た。 

＜課題＞ 

 できるまで，少し時間がかかってしまう。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・技能については，粘り強く，自分たちが納得できる

まで何度も練習できる児童である。しかし，制限時間

（日数）を設けたうえで目標を達成できるような，課

題設定や教材の工夫が必要である。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

  最高学年として，他学年からもあんな演奏がしたいと憧れられるような児童 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第５学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・上級生の作品や様々な情報に触れる中で，自分のアイデアや表現に自信をもてないなど，イメージと

技能の乖離に悩む児童が半数を超えている。 

・同年代の表現や作品に対しての感情をうまく整理して推進力に変えていける児童と，悩んで迷って

手が止まってしまう児童がおり，自己の表現だけで完結しない他者の視点が影響する活動へと変化

している。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】，授業への興味・関心は高いが，学習内容の確実な定着については，改善が図られるとよいと

考えられる。 

【改善策】表現活動における造形遊びの過程や振り返りにおいて，児童自らがタブレット端末やデジ

タルカメラを活用することで，図画工作科の学習におけるメタ認知能力を高める。アナログの造形日

記による振り返りとデジタルのタブレット端末を活用した振り返りをハイブリット化し，造形的な視

点による創造性の涵養を図る。データに関しては，評価評定に活かし，指導と評価の一体化及び授業改

善に役立てる。 

【評価】タブレット端末を活用した情報や資料の収集に関しては積極的に行っており，視野の広がり

が感じられ，それが自身の表現力に対する向上心にもつながっている。一方で，模倣することが多くな

り，自ら主題を生み出したり試行錯誤したりする場面が少ない。レベルの高い表現への憧れと，現在の

自分のもつ知識や技能に乖離があり，前向きに取り組めない場面も見られる。これまで学んだことや

身に付けた知識・技能，今取り組んでいることの積み重ねが表現力や創造力を磨くことにつながって

いるという実感がもてるような授業の組み立てと，今できることを楽しみ受け入れながら活動に取り

組めるよう声かけをしていく必要がある。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・作品の相互鑑賞や振り返り活動の中で，自分の意図したことと実際に行った工夫を関連させながら

言語化して他者に伝えることに力を入れ，表現の過程や結果を自分自身で整理して次につなげてい

けるようにしている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間２回授業評価アンケートを実施する。 

②授業ごとの振り返りや題材ごとのまとめの活動

を充実させる。 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートの実施内容分析 

❷振り返りワークシートのフィードバックを行

い，自己評価を継続して比較する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・振り返りや自己評価を積み重ねながら，自分の

得意と不得意を考えながら課題解決に取り組む

ことができた。 

＜課題＞ 

・題材によって意欲のむらがある児童が多く，取

り組みの姿勢が一定にならないことが課題。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・題材に対する好き嫌いの感情が強く出てくるた

め，課題解決のステップを細かく設定し，苦手

なことへの対処方法についてバリエーションが

あることを示し，やるべきことと回避してもよ

いことの区別がつくような指導をしていく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 その場の感情だけでなく見通しをもって主体的に課題解決に取り組める児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第５学年 家庭科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・基礎的な知識をもとに実生活と結び付けながら振り返ること。 

・技能の個人差が大きく,自己肯定感が低い児童がいること。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・該当項目なし。 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ICT機器の活用や,実習・実験など体験的な活動を多く取り入れられるように工夫し,実生活を話題に

取り上げながら内容の理解を深められるような授業を展開する。 

・実習や製作の記録課題,ICT 機器を活用した毎授業の振り返りシートに教師がコメントを返してフィ

ードバックをしている。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間３回の授業評価アンケートの実施や毎授業

行う振り返りシートから児童の理解度を図り，

その都度フィードバックを行う。 

 

②児童の理解度に合わせて，個に応じた支援を行

い,成功体験を増やす。 

 

＜検証方法＞ 

❶年間３回の授業評価アンケート,実習や製作の記

録課題，振り返りシート 

 

 

❷実習や製作の記録課題,製作物,ワークシート,

題材毎の単元テスト 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①授業の内容について考えを深められるようになっ

た。（振り返りシートの記述より） 

 

②個に応じた支援や学級担任の協力も得ながら，作

品の完成につなげることができた。（製作物より） 

 

＜課題＞ 

・既習事項を活用して意見や考えを表現したり，実

生活と結び付けて考えたりすること。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

 

・基礎的な知識や技能を定着させ，実践的で体験的

な授業を展開し，既習事項を活用して振り返りを

するように児童の意識を高める。また，様々な題材

において工夫を凝らして，実習などの機会を増や

す。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 既習事項を活用し，自身の生活をよりよくしようとする意識を高め，工夫する児童 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第５学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・楽しみながら，練習や記録の向上に向けて，積極的に実技に取り組むことができている。 

・児童によって周囲にアドバイスなどを伝え合う力に差があることは課題である。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・授業評価アンケートでは，「体育科の授業が好きか」という項目において，否定的な回答をしている

児童も見られた。主体的に学習に取り組んでいくことができるよう，授業改善を行っていくことが

必要である。  

・新体力テストにおいて，全ての分野で高い記録を示している児童が複数いる一方，「20m シャトルラ

ン」「ソフトボール投げ」等で記録が伸び悩んでいる児童が散見された。このことから，児童によっ

て体力に開きがあることが分かる。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ＩＣＴ機器を活用し，運動のポイントや自己の技能を視覚的に確認できるようにしている。 

・個々の体力や技能に応じた課題・ルールを設定し，運動の特性に応じた楽しさを味わいながら，活動

することができるようにしている。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間２回授業評価アンケートを実施する。 

 

②授業ごとの振り返りや題材ごとのまとめの活動を

充実させる。 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートの実施内容分析 

 

❷振り返りワークシートのフィードバックを行い，

自己評価を継続して比較する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・授業評価アンケートの結果と児童の実態が大きく

乖離することなく，授業に取り組むことができた。 

・お手本動画と自己の技能の比較をし，課題克服に

向けた練習に積極的に取り組むことができた。 

 

＜課題＞ 

・技能でおさえておきたいポイントを理解したうえ

で，他者にアドバイスすることが難しい児童がい

る。 

 

 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・自己の技能習得の達成度にかかわらずアドバイス

し合えるように，どこにポイントをおいて観察す

ればよいかを一緒に考えたり提示したりする。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自己の技能を高め，児童が互いにはげまし高め合えるような思考力・判断力・表現力を育む児童 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第５学年 外国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・教科書で学習した単語やフレーズの聞き取りは良好であるが，スモールトークにおいて「What～？」

や「Who～？」，「Why～？」などと聞かれたときに，何を問われているのかつかめないことが多い。 

・自分の好きなものなどを英語で表現する際に，学習した単語やフレーズから自分の伝えたいことに

近いものを選び取って組み合わせるのではなく，日本語をそのまま英語に置き換えて表現しようとす

るため，何も言えずに沈黙してしまうことが多い。 

・アルファベットや基礎的な単語の読み書きに課題がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度未実施のため該当なし。 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・キーフレーズの練習だけでなく，キーフレーズから「Why～？」や「What～？」などを使った質問を

続け，２～３往復の短い会話になるような活動を多く取り入れている。 

・表現力向上のため，単元の終わりや学期末にパフォーマンステストを行っている。 

・アルファベットや重要語句をワークシートに書く活動を取り入れている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①キーフレーズを使った２～３往復の短い会話（ス
モールトーク）を毎回の授業で取り入れる。 

②単元の終わりや学期末にパフォーマンステストを
行い，表現力向上を図る。 

③アルファベットや重要語句をワークシートに練習
する活動を取り入れる。 

 

＜検証方法＞ 

❶授業の中で，ＡＬＴや教師，友達との１対１の会話
の様子を観察する。 

❷パフォーマンステストで，学習した単語やフレー
ズを組み合わせて自分のことを表現できているか
確認する。 

❸ワークシートや単元テストで，アルファベットや
重要語句が正しく書けているか確認する。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・パフォーマンステストでは，どの児童も問われて

いることに対して正しく答えることができた。 

・既習の基礎的な単語については読めるものが増え

た。 

＜課題＞ 

・質問に対して文ではなく単語で答えてしまう。 

・単語の綴りと発音が結びついていないため，正し

く読んだり書いたりすることがまだ難しい。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・短い会話の中で，主語と述語を入れた文の形でや

り取りすることを徹底する。 

・フォニックスを取り入れ，基本的な単語の読み書

きを積極的に行っていく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 ・外国語に臆せず，積極的に，聞く，読む，話す（やり取り・発表），書くことができる。 

 


